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保育MIMOTEとは

➢ 保育MIMOTEとは、保育士の“気づき”を入力するアプリケーションです。
➢ ①気づきの入力→②気づきの参照→③語り合い のサイクルにより、“気づき”を生かした保育の質の向上を目指します。

園児、気づき項目、評価を “気づき”として
入力します。
評価は３段階（☺~）、タップするだけで
簡単に入力できます。
園児の様子、自分が園児に対して行った
働きかけなど”気づき”を補足する内容をコメント
に残すこともできます。

入力された“気づき”を用いてチーム内で子どもを中心においた保育の振り
返り・語り合いを行います。

入力された“気づき”は、タブレット等の端末上でいつでも参照できます。
園児ごと、一定の期間、など時系列に振り返ることができます。
またExcel形式での出力、データ加工も可能です。

もも H 対人 -1 2017/5/15 午前
トラブルがあると相手が傷つく言葉「○○ちゃん、嫌い」「入れてあげない」と言う。
さらに、手がでてしまいつねったり叩いたりする。

相手が傷つく言葉を何でいってしまったのか聞き、本児の思いも受け入れる。しかし、
相手の傷つく言葉は言わないということを伝える。

もも H その他 -1 2017/6/28 午前
最近、自分に気に入らないことがあるとすぐに意地悪をしたり「嫌い！」「もう●●ちゃ
んとはあそばない」などの悪い言葉を使うことが多いため、様子をうかがうようにしてい
る。

もも H 対人 -1 2017/6/28 午前
隣に座っている友達に自分のいすを近づけて座る。
相手の子は「やめて！」と言っているのに、いっこうにやめなかった。
相手がいやがることを続ける。

相手の子がいやがっているということを伝え、自分がされていやなことは人にはしない
ということを話した。

もも H 活気 1 2017/7/25 午前
どろんこ遊びで、全身を使って楽しめていた。
泥の中で寝転がったり、水を運んだりして楽しんでいた。
とても生き生きとした姿だった。

一緒になって思いっきりどろんこ遊びを楽しんだ。
終わった後には、楽しかったね?またやりたいね！などと楽しかったことを一緒に話し、
思いを共感していった。

もも H 対人 -1 2017/8/2 午前
部屋でブロック遊びをしたのだが、なかなか人の中に馴染めずひとりで部屋の端にお
山座りをしている姿があった。 何やりたい？と聞いたり、一緒に遊ぼーと誘ったりして楽しんだ。

もも H 活気 -1 2017/8/2 午前
家を出る前からお母さんに怒られて、朝は泣いて登園した。
１日グズグズとしており、人の話を聞かなかったり、無視をしたりする姿があった。

本児の姿を受け入れ、気持ちに寄り添っていった。
聞いてほしいときには聞いてほしいということを伝え、１対１で関わっていった。

もも H その他 -1 2017/12/1 午前
祖父母参観でおじいちゃんもおばあちゃんもきてくださって、興奮している様子で、勝
手に部屋中を走ったり準備をする時間ではないのに一人だけ違う行動をする。
気を引いているのではないかと考えられる。

今はなにをするべきか声をかけ、落ち着いて待っていたり準備ができるよう促した。

もも H 一人行動 -1 2018/2/16 午後
戸外の自由遊びの時に、遊具の裏の死角となるところのフェンスに上り遊んでいる。
そこに上ってはいけないということは分かっているし、今までにそんなことをしたことは
なかった。

フェンスで遊ぶことはいいことなのか確かめ、フェンスて遊ぶと落ちたりけがをするの
で絶対にやらないことを約束した。
不意にそういったことをすることがあるので、今後ほかの先生とも連携してみていきた
い。

もも H その他 -1 2018/2/16 午後
いけないことだと分かっていることを保育士の様子をうかがいながらやったり、友だち
のいやなことを繰り返したりする。(人が使っているおもちゃをとって逃げたり、しつこく
くっついたりひっぱったりする)

今それをしたらいけないということをその都度話しをした。また、友達との関わりでは、
友だちがいやがっているということより自分の欲求を満たしたいということの方が大き
いので、相手の気持ちを伝えながらも、友達の周りをふらふらしているときには何かや
りたいことがあるのではないかと感じ取り、そっと関わるようにした。

入力 参照

語り合い



気づき項目の選定

0歳児 2歳児 4歳児

1歳児 3歳児 5歳児

保育の内容

健康

○保育士に援助してもらいなが
ら、自分で出来た事に喜びを感
じる
○全身を使う運動や手指を使う
遊びを楽しむ

人間
関係

○保育士や友だちと関わり
ながら、一緒に行動したり、
遊ぶ楽しさを味わう。
○順番や決まりのあること
を知る

環境

○散歩や戸外遊びを通して
季節の自然に触れて楽しむ
○保育士と一緒に水砂土等
に触れ楽しむ

言葉

○生活の中で必要な言葉が
分かり、遊びの中で簡単な
言葉のやり取りを楽しむ

表現

○保育士と一緒に歌った
り、簡単な手遊びをしたり、
リズムに合わせて体を動か
したりして遊ぶ

食育計画

年齢 1歳児
○基本的な生活習慣を身につけられ
るようにする
○一人一人の子どもの発達に応じて
適度な運動と休息を取ることができる
ようにする

食を営む
力の基礎

安全対策・事故防止

・保育中の事故防止のため、施設内外の安
全点検
・未満児午睡中の事故防止チェック
・プール活動、水遊び中の環境配慮や指導の
工夫
・施設内外の危険箇所を把握し、点検を実施
・不審者侵入を想定した訓練の実施
・ヒヤリハットにおける情報交換

災害への備え

・防火設備、避難経路の定期的な点検
・備品、遊具などの配置を適切に行う
・火災や地震などの災害の発生に備え、緊
急時の対応の具体的内容及び職員の役割
分担に関するマニュアルを作成、配布
・木曽川の水害避難対策マニュアルを作成
し定期的に避難訓練を行う
・地域の関係機関との連携

○明るく伸び伸びと生活し、自分から体を動
かすことを楽しむ
○身の回りの簡単な事を自分でしようとする
気持ちが芽生える

○安心できる保育士にミルクを
飲ませて貰い、心地良く食事をす
る

○様々な食材に興味を持ち、保育士に
食べさせてもらったり、自分で食べたり
してみようとする

○保育士や友だちと楽しい雰囲気の中
で一緒に食べる楽しさを味わう
○スプーンやフォークの使い方が上手に
なり、箸に興味を持つ

環境・衛生管理食育の推進保健計画

身近な人と
気持ちが
通じ合う

身近なもの
と関わり感
性が育つ

・健康状態及び発育、発達状態の定期
的・継続的な把握
・年2回、医師による定期健康診断と歯
科検診
・登園時、保育中の状態観察、また異常
が認められたときの適切な対応
・全職員の細菌検査・健康診断
・アレルギー児への支援や家庭との連
携
・歯科衛生士による歯科指導（年２回）
・尿検査
・感染症対策
・職員の予防接種

・保育園の特性を生かした食育
計画作成
・栄養バランスを考えた給食の提
供
・畑作りの実施と収穫物を使って
のクッキング
・行事食の提供
・栄養士による食育教室の実施
・食物アレルギー対応
・ガイドライン参照

・施設内外の設備及び用具等の清
掃、消毒、安全管理及び自主点検
・定期的な外部業者による点検及
び整備、害虫駆除
・子ども及び職員の清潔保持
・感染症予防対策及び他園や保護
者との情報共有

養護

教育

○特定の保育士との信頼関係が深ま
り、愛着関係が育まれるように接する

○一人ひとりの子どもが安定感を持って過ご
せるようにする
○安心して自分の気持ちを表すことが出来
るようにする

○快適な環境に心地良さを感じる
○伸び伸びと身体を動かし、這う歩く
などの運動をしようとする

○特定の保育士と愛情豊かに関
わり、信頼関係が持てるようにな
る
○体の動きや表情、発声などに
より保育士と気持ちを通わせよう
とする

○身の回りのものに興味を持
ち、見る、触れる、探索するなど
自分から関わろうとする
○保育士の歌声を楽しんで聞い
たり、歌や音に合わせて、表情
や手足など体を動かしたりして楽
しむ

○相手の話を聞いたり、思った
ことや感じたことを言葉で話す
○絵本や物語等を通して、イ
メージを広げる

○生活に必要な身の回りの事を、自分
から進んでしようとする
○保育士や友だちと十分に体を動か
して遊ぶ

○自分で出来る事を増やし、生活に必要

な基本的習慣や態度を身に付ける

○遊具や用具を使って体を十分に動かす

ことを楽しむ

○人への基本的信頼関係が芽
生える
○一人ひとりの生活リズムが整う
よう配慮する

○一人ひとりの気持ちを受け止
め、スキンシップをとることで、安
定して過ごせるようにする

生命の保持

情緒の安定

健やかに
伸び伸びと
育つ

○自ら体調の変化に気付くことが出
来るように促す
○子どもの発達を見通し、全身を使
う運動が取り入れられるようにする

○語りかけや、やり取りのなかで声や
言葉で気持ちを表そうとする
○保育士と一緒に歌ったり、簡単な手
遊びをしたり、体を動かしたりして遊ぶ

○保育園での生活を楽しみ、身近な人
と関わる心地良さを感じる
○身近な環境に親しみ、触れる中で
様々なものに興味・関心を持つ

○相手の話を聞いたり、自分の思いや
要求を言葉で伝えようとする
○絵本に親しみ、興味を持って見た
り、聞いたりする

保育理念

保育方針

入所する子どもの最善の利益を考慮し、一人ひとりの人格を尊重しながら、最もふさわしい生活の場を保障する

生活や遊びの中で、一つの目標に向かい、力を合わせて活動し、達成感や充実感を味わう

発達過程

保育士や友だちと一緒に遊びながら繋がりを広げ、集団としての行動が出来るよ
うになる

＜おおむね６ヶ月未満＞

・心身の未熟性

・著しい身体成長と感覚の発達

・首がすわる。寝返り、腹ばい

・表情の変化、体の動き、喃語などによる表

現

・特定な大人との関わりによって、情緒的な

絆が形成される

＜おおむね４歳＞

・全身のバランス力、体の動きが巧みになる

・想像したり、イメージを膨らませたりして遊ぶ

・自然など身近な環境への関わり方や遊びを

体得

・自意識の高まりと葛藤の経験、けんかが増

える

・感情が豊かになり、少しずつ自分を抑えられ

るようになる

・元気で仲良く、明るく、心豊かなこども
　　　☆生活習慣の自立　　☆友達と元気に遊ぶ　　☆感動する心
　　　　　○元気な挨拶・自分の事は自分で・友達にやさしく

園の保育目標

子どもの保育目標

家庭との緊密な連携の下、子どもの状況や、発達過程をふまえ、養護及び教育を一体的に行う
家庭や社会資源との連携を図りながら、保護者や地域の子育て家庭に対する支援などを行う

＜おおむね５歳＞
・基本的生活習慣の確立
・運動遊びをしたり、全身を動かしたりして
活発に遊ぶ
・仲間と共に遊ぶ中で、社会性を体得
・判断力、認識力の高まりと自主性、自立
性の形成

＜おおむね６歳＞
・滑らかで巧みな全身運動、意欲旺盛で快活
・仲間の意思の尊重、役割分担や共同遊びの展
開
・思考力や認識力の高まり、自然社会事業などへ
の興味関心の深まり
・自立心の高まり

＜おおむね２歳＞
・基本的な運動能力や指先の機能の
発達
・食事、着脱、排泄等を自分でしようと
する
・語彙の増加
・自我の育ち
・模倣遊び、ごっこ遊びが始まる

＜おおむね３歳＞

・基本的生活習慣の形成
・話し言葉の基礎の形成、知的興味、関

心の高まり
・予想や意図、期待を持った行動が見ら

れる

・友だちとの関わりが増えるが平衡遊びも

多い

＜おおむね６ヶ月から１歳３ヶ月未満＞

・座る、這う、立つ、つたい歩き、手を使うなど、運動

機能の発達により、探索活動が活発

・大人との関わりが深まり、やり取りがさかん

・人見知りが始まる

・離乳食から徐々に幼児食への移行

安心できる保育士との関係の下で安定した生活をす
る

保育士に見守られながら、身の回りのことを自分でしようとする

安心できる保育士との関係の下で自分でしようとする 保育士や友だちと遊ぶ中で自分のしたい事、言いたいことを言葉や行動で表現する

令和元年度　　　　　※※市立※※保育園　　　　　　　保育の内容に関する全体的な計画

小学校との連携0歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

＜おおむね１歳３ヶ月から２歳未満＞
・歩行の開始と言葉の習得（２語文）
・さまざまな運動機能の発達による行動範囲の
拡大
・見立てなど象徴機能の発達
・人や物への関心が高まる

・未就園児への園庭開放
・一時預かり事業
・地域の乳幼児学級との連携
・保育参加の実施
・外国籍の保護者への支援

・園内研修の充実（ＩＣＴ・エピソード）
・職員の園外研修機会の確保
・研修成果の共有と活用
・公開保育の実施
・自己評価

幼児期の終わりまでに
育って欲しい姿

教育・保育において育みたい
資質・能力の3本の柱

ア　健康な心と体

イ　自立心

ウ　協調性

エ　道徳性・規範意識の芽生え

オ　社会生活との関わり

カ　思考力の芽生え

キ　自然との関わり・生命尊重

ク　数量や図形、標識や文字など
　　への関心・感覚

ケ　言葉による伝え合い

コ　豊かな感性と表現

ア　豊かな体験を通じて、感じた
り、気付いたり、わかったりできる
ようになる
「知識及び技能の基礎」

イ　気付いたことや、出来るように
なった事を使い考えたり、試した
り、工夫したり、表現したりする
「思考力、判断力、

　　　　　　表現力等の基礎」

　

ウ　心情、意欲、態度が育つ中で、
よりよい生活を営もうとする
「学びに向かう力、人間性等」

○自分の要求を受け止めてもら
い、生活や遊びの中で簡単なきま
りやルールを守って遊ぶ

○友だちとの繋がりを広げ、集
団の中で自己主張したり、相手
の思いに気付く

○友だちとの関わりを通して、集
団生活における必要な態度を身
につけ、協力したり、役割分担した
り、年下の子に優しくしたりする

○小学校教師と、意見交換や情報共有などで、連携を図り、小学
校就学時には、子どもの育ちを支えるための資料を送付するなど
して、円滑な接続が出来るように努める
○保育所保育が小学校生活や学習の基盤の育成に繋がる事に
配慮し、幼児期の生活や遊びを通じて創造的思考や、主体的な
生活態度の基礎を培うようにする

職員の資質向上・研修計画特色ある保育子育て支援

○感じたことや想像したことを言
葉や体や音楽、造形など自由な方
法で表現を楽しむ

○生活の中の様々な物に親しみ
を持ち、触れたり、集めたり、試し
たりして遊ぶ

○身近な環境に関心を持ち、
比べたり数えたりする
○身近な物を大切にする

・週１回の園外散歩
・戸外遊びの時間の確保
・サッカー教室年５回
・体操教室年６回

・敬老会
・町民運動会
・小学校ほほえみ参観日　　参加
・サロンとの交流

○多様な経験を通し、自己肯定感
を育んで行けるように関わる
○達成感や自信を持って自己発
揮できるようにする

○生活や遊びの中で自我が育つような
関わりを持つ
○生活や遊びの場を、保健的で安全な
環境を整える

○子どもの気持ちを受容し、共感しなが
ら信頼関係を築いていく

○楽しい雰囲気の中で食事をし、
嫌いな物でも食べてみようとする
○箸を使って食べようとする

○保育士や友だちと一緒に楽しく食事をし

ながら、食事中の態度、箸や食器の使い

方などを身に付ける

○園で栽培している野菜の生長を見る事

で、食べ物に興味関心を持つ

○食事に必要な習慣や態度が身に付き友だ

ちと楽しみながら食事をする

○野菜の苗を植えたり、収穫することを通し食

べ物の大切さや感謝する気持ち、命の大切さ

に気付く

○自分の気持ちを相手に分かる
ように話したり、聞くことができる
○遊びや生活の中で、文字や数
に親しむ

○健康で安全に生活するために、必要な習慣

や態度を身に付け見通しを持って行動する。

○集団遊び、運動遊びを通して、体を動かす

ことを楽しむ

○健康に関心を持ち、生活に必要
な習慣を身につけられるようにす
る

○保育士との信頼関係を基盤に
一人ひとりの子どもが主体的に活
動し、自発性や探索意欲が高め
られるようにする

○自分の力を発揮していくなか
で、喜びや満足感を味わい、自
信を持って行動できるようにす
る

○音楽に親しみ、聞いたり歌ったり、簡
単なリズム楽器を使ったりなする楽し
さを味わう
○身近な素材や用具を使って、描くこ
とを楽しむ

○感じたことや思ったことを様々な
素材や用具を使って自由に描いた
り、作ったり、歌ったりするなど、
様々な表現を楽しむ

地域との交流・行事参加

○様々な物事や自然に主体的に
関わり、試したり工夫したりしなが
ら遊ぶ

「保育課程」・「5領域」・「10の姿」
など

声の大小 会話の声は大きいか小さいか

笑顔 笑顔は出ているか

視線 視線を合わせることができるか

呼びかけ 名前を呼んで振り向くか

食事 食事 食欲はあるか、食事のスピードにいつもと変化がないか

排泄 排泄 自然な排泄があるか

活気 活気 表情や動作に活気があるか

筋力 筋力 運動能力として飛び跳ねたり走り回ったりできていたか

一人行動 自然な一人行動/一人遊びができているか

癖 見たことのない癖が出ていないか

調和 友達の輪に入って遊べていたか

攻撃 ケンカや物を投げるなど友達や先生を攻撃することはなかったか

その他 － 上記項目以外の気づいたことについて

各入力項目で想定される内容

挨拶

一人行動

対人

観察 観察を通した変化 保育士が観察を通して捉えた変化など

はたらきかけ
はたらきかけを通し
た変化

保育士が介入（接触、声掛け、遊びの提案など）を通して捉えた変化など

気づきコメント入力項目

➢ 気づき項目は、3段階の評価値(定量データ)を入力する項目を任意の数設定するとともに、自由テキスト(定性的データ)を入
力する項目を2つ設定することが可能です。

➢ 保育MIMOTEが基本項目として用意しているのは、以下に示す「挨拶」・「食事」といった8項目と、「観察」・「はたらきかけ」の
コメント項目になります。

基本項目 参考資料



MIMOTEを使った“保育の振り返り・語り合い”

➢ MIMOTEの取組みでは“振り返り・語り合い”をとても大切にしています。
➢ MIMOTEのデータを使った「語り合い」を通して、園児一人ひとりの個性や状態にあわせた保育の質の向上を目指します。
➢ また、保育士の日々の保育の悩み・不安の解消や、早期の熟練化を目指します。

【語り合いとは？（語り合いでは・・・）】

•入力された“気づき”データを材料に、保育士
同士が園児の個性・状態やその変化について
ディスカッションを行う

•その際、園児の行動の裏にある想いに目を向
け、一人ひとりと深く向き合うことを意識する

【園児にとって・・・】

•一人ひとりの園児の特性（個性や状態）に合わせた
保育の実現へ
•発達面での気になる点の早期発見や適切な機関との
連携

目指す効果

【保育士にとって・・・】

•保育士同士のコミュニケーションが活性化されることで、
特に新人の保育士にとっての悩み・不安が解決されや
すくなる
•ベテラン・熟練と認知される保育士の「気づき」の傾向
を見える化し、保育士全体のスキルアップに活用



美濃加茂市における取組み

■どのような取組みなの？

「記憶」を「記録」化し、保育士同士で共有しやすくしながら、
日々の保育に活用します
出席簿や児童票といった紙帳票の作成に係る保育士の事
務を効率化し、直接子どもに寄り添う時間を増やします

⚫ 平成28(2016)年から地方創生の一環として取組み開始
⚫ 保育士が日々の子どもの様子＝「気づき」をタブレットに入力
⚫ 登降園データもデジタル化することで、出席簿も自動作成
⚫ 市内公立全園、全クラスにて実施中



美濃加茂市における取組み

■データはどうやって活用しているの？

（データを活用した園内研修の例）

園内研修などにおいてデータを多角的に見ることにより、
ひとりひとりの子どもに対する理解を深めます
子どもの育ちや保育士のかかわりの変化が、「見える
化」されます



登降園管理機能

➢ 保育士の業務負担を少しでも軽減するため、保育MIMOTEでは“気づき”の入力と並んで、園児の登降園管理機能も有して
います。タブレットで入力した登降園のデータは、月次の出席簿(Excel)として出力することが可能です。

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 病気 自己

1 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

2 自 他 1 1 1 1 自 他 1 1 6 6 2 2

3 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

4 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

5 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

6 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 他 1 21 21 1 2

7 1 1 自 自 1 1 1 他 自 他 1 1 1 1 他 1 他 自 自 自 1 1 1 13 13 4 6

8 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

9 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

10 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

11 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 自 自 1 1 1 1 1 1 自 他 1 1 17 17 1 5

12 自 自 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 他 1 1 17 17 1 5

13 1 1 1 自 他 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 1 3

14 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

15 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 他 1 1 1 1 1 自 1 1 1 19 19 1 3

16 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 自 他 1 1 18 18 1 4

17 自 自 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 18 18 0 5

18 1 1 自 胃 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 19 19 1 3

19 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

20 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

21 1 1 自 1 1 1 1 1 自 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 自 1 1 1 20 20 0 3

18 18 1 0 0 0 0 17 20 20 20 19 1 0 19 20 19 19 19 1 0 18 21 20 20 20 0 0 17 20 21 388 388 13 71

2 2 0 0 0 21 0 3 0 0 0 1 19 0 1 0 1 2 1 0 0 3 0 1 1 1 21 0 4 1 0

　　　　　人 　　　　　人 保育日数　　　人 　　　　円　　　　人 　　　　円 　　　　人 　　　人

本月中前出席園児本月欠席児数 本月全欠席児数
在籍延人数

　　　人 　　　人 　　　人 　　　人 　　　人

一部免除 全額負担 措置経費 　　人　　員 保育料計 本月出席園児

入退園状況 措置状況 自由契約 出欠状況
欠席延人数

本月入園 本月退園 月末在園児全額免除

合計
出席数

出席延人数欠席数 84

ゆきの
リュウ
りんか

まなと
マリアナ
ゆいと

ナオキ
ひかり
ひなこ

だいち
チャルメン
となしろけんじ

シオン
そうた
たいが

かおり
かのん
カリナ

えいた
エステル
おうし

もも
出席日数 給食日数

欠席日数
備考平成2017年5月

入力

出力

※登園(欠席/早退)人数がリアルタイムで表示されるため、人数調べや、災害発生時の安否確認等にも利用可能です。
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